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　The　planktDnic　di乱t（〉ms，、）hich　were　c」11ected　fr｛》m　six　sta』ヒi（）ns　as　sh（〉、vn　ia　fig。17were　Qbser－

bed．These　sta／tions　were　chosen　to　be　representatives（ノf　respective　parfs　of　this　bay＿elltrance，

middleandinteriorpart・

　The　samples　were　collected　by　a　tow－net　for　two　years，from　May　l947t（）March　l949，＆1most

every　month　in　I947，and　seasonaIly　ln　l948・Resulf　of　countings　of　the　s＆mples　from　each　part

showed　different　nature　from　each　other　in　the　f〔）rmation　of　dlatoms・And　in　general7T（）kyo

side　was　unlike　Chiba　si（1e　and　many　oceanic　species　apPered　on　the　lafter。

　At　the　same　time，the　seasonal　variation　of　diatoms　showed　a　different　type　in　eacb　sしation　and

was　influenced　by　the　cu買ents・The　d置fference　bet、veen　those　in　l947＆nd　I948might　be　explani－

able　by　the　strength　of　current　from　open　sea・

　曇緒
　植物プラソクトンの量及び種並びにその組成の年変化1ま，水の生藤力を示す上に又内湾に於ては外洋水の

交流度を示す上に重要な要素と考えられるo

　昭和22年及び23年に農林省水産試験場で東京湾1こ30観測定を選び観測を行ったが，この中で第1図に示し

た6点を選び，各点で北原式定量用ネツトを用いて檬集したものを個体．算定して変化を見たo之等6点は灘

口，湾中央，泌奥の場所を略代表している様に思はれ又試料も他に較べて整っているので夫為泌の各部分を

代表ざせたQ試料ほ昭和22年5月より24年3月迄の2年間のもので，試料のない月（特に23年度ほ4回しか

櫟集していない）もあるが大体の傾向を把むにほ差麦1えないと考えた・
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Skeletonema　cos撫tum
Thal〆　thrix　ni牝zsch置oides

Biddulphia　aurita

Thal〆sira　decipiens

Nitzschi＆seriata
Cheat・cer・sdecipiens、

Rhizosolenia　hebetata

CheatocerOs　affinis

（図表縦軸：個体数1M3積軸＝月）
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　馨　昭和22年度に於る年攣化

1）St30

　位置の関係から外洋水に常に洗ほおているために鴻内の諸点とぽ大分異り出現する種類にも外洋性のもの

が多いQ’その年変化ほ第2図に示す様に増加期は7月と4月の2回であって7月にはσん8αごo雄08♂師P乞cη8，

4月にはS鯉α㎝8瓢ωs雄〔餓が優占種となっているoその他の主な出現種の潜長は第2図の様に遠洋性のも

のは7月と冬から春にかけて多くなっているQ然し冬から春漉こかけての暦加速度ほ各種まちまちであるo

　一方沼岸性のものの潰長ほ4月，5月の春の絡り及び7月に暦加が見られているQこの点に於ける年変化ほ

外洋，沼岸両種の季鱗的変化が共に見られるが外洋性のむのの影響が非常に大きく現ほれて来ているQ

豆）StIg
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I）
　St30から湾内に向って冨津を廻ると外洋水の勢ほ減じ，この点の海況ほ内湾と外洋の中間の様柏を呈しプ

ランクトンもSt30に較べて外洋性種は減少して，種数ほ減っているのが見られるが量的に欲署しい壇加を示

している。この点の年変化ほ第3図の如く暦加期ほ12月と3月に見られる。然し之ほ外洋性と浩岸性のもの

　　　　　　　　　第3図　　　　　　　　　　　　，　を加えたものの変化で，滑岸性のものは12月
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の初冬に暦加しているが，外洋性のものは7

月，3月に壇加しているo

　之ほSt30と略一致している所から湾口方

面から流入されて来たものと思えるQこの点

では沿岸’性種は上ヒ較的魂則正しい変イヒが見ら

れるが，外洋水の卓越した時に外洋性のもの

が流入しで全体的なプランクトンの変化が場

則的ではなくなっているQ出現する種の大部

分のものほ上記の二つの変化型（外洋性と’滑

岸性の）の何れかに入るが望7属冠ん廟繍謝ん『

蜘伽の啄ほ特別な変化を示していたQ

　　　　　F，　・　　7　　　　“　　　　lo　　　12　　　　1　　　　、3

陸から流入する河川水の影響が見られるQ従ってとの点のプランクトソの季鱗袈化ほ一元的で第4図の如く

屠加期は2，月と5月で凌）って両者に8側伽昭㎜α60s観襯の爆発的な増加によって麦配さねているo然し他の

種類も大部分のものが秋と春に暦加が見られ

て，この点の変化型ほ代表的な：内湾性を示し

ていると云い得よ50

　　　　　　第4図
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　湾の奥部であるこの，点に入ると外洋水の影

響は殆んど受けて居らず反って海況、としては
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【▽）St1

　この点ほ湾の最奥部に位しで外洋水の影響ほ全く受けて居らず，St5と同様内湾性を示してプランクトン

の年変化ほ極めて規則正しい変化を示し第5図に示す如く9月と2月に増1加が見られる。ここで響加期の優

占種は何れも8融観側浴砺α蜘ご脇であって，他の月の優占種も総て沼岸性種で占められてい塔Qこの点では

σ圃ops8pの如き淡水潔のものも出現していたQ

V）Stl5

　この点はStI9と同様湾の中央部に位しているので凌）るがプラソクト、ン組成億著しく相違がありこの、蜘ま内

湾性を示・しているoプランクトソの年変化ほ5月と12月に壇加期が湊）り（第6図）季筋的に蝿則正しく変化

していると思える。増加期の優占種はS鰯α㎝ε瓢60s観鵜で他の種類ほ9月と3月に多く出現しているQ

　St［で見出されたσ翼o鐸spはこの点にも出現して著しい内湾性を呈している様であるQ

　　．lo，　　　第6図　　　　　　　　　　 第ア図
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W）St28

　この点は三浦孚島の尖端に位する所で湊）って外洋水の影響を多分に受けているのであるがこの地点の変化

を見ると第7図の様に秋と春に暦加期が凄）るQ総数の変化のみならず各種の変化についても同様で然もプラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
ンクトンの年変化と塩素量の年変化を較べると反比例的に変化しているQ従ってこの汽のプランクトンはそ

の多くが湾内から蓮ばれて来たものと思えるQ

　以上の6点の変化型式を見ると湾口部，湾中央部，湾奥部に於

て夫た異った型を示して、然も各部に於て東京側と千漿側とでな又

異り東京側は千葉側に較べてより内湾性を示している。東京湾の

海洗について色々な要素から千潔側から洗入して束京，神奈川か
　　　　　　　　1）
ら洗出すると云51事はプラソクトソの年変化からも云い得ると，思

うQ

醐

lUOUI〕

10り0

　壱　23年度に於ける年攣化

　昭和23年度は資料の擬集が6月，10月，12月，3月の4回しか行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　loo
’われず之から年変化を細かに知る事ほ出来ないが大略の所ほ把握

し得ると考えたo

I）　St30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

　この点かプランクトソは第8図の様な変化を示し総数について

ほ12見に壇が見られるが23年度ほ前年度に比しS鰯8ご㎝餓α808ごαご一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L襯の出現が多く見られ総，数の変化を左右しているo他の種類に

第8図
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ついて見ると多くのものは［0月に培加期を有し且つこの時に出現するものは暖濾性のものが多く又10月に出

現するものほ外洋性のものが多く，ロ月に出現するものは沼岸性のものが多い。12月に漕崔性ク）ものが層力II

しているのほ前年に較べて著しい相違であるが前年に較べ塩素量が少い麻から外洋水の波及が弱くために澹

岸性種が櫓加していると思えるo

一）　Stl9

　δ「t30と殆んど同様で12月に8沌8観侃6瓢60sfα伽観が麟加してをり10月に沼鐸性種の壇加が見られる外3月に

一度の励加が見られる，優占種ほ3月が8ゑε紐㎝8㎜α608観～肌10月ほ7y加言’ぬ婚π伽s襯屠07148sであるo主なものの

変化ほ第9図の如く沿岸性種の璽則正しい変化が春に起る様であるQこの地屯も前年較べて塩素貴が少くな

って居り3月のみが高くなっているがこの月には外洋性のσんε繭姻朋♂c吻瘤η8が比較的多く出現しているo
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皿）St5

　この、点も又同様の変化型式であって3回み増加期が認められ10月の優占種が77ん砿曾漁伽？4）加9に変った外

ほ殆んどSt『9と変りがなく内湾性の1翌、則的な変化が認められろQ　（第10図）

正▽）St　l

　殆んどSt5と同様であり10月，12月，3月の3回の壇加期が夫た2んα」’ごh漁瞬2s爾α躍89及びδ1沌8」8餓8鵬60－

s副r郭肌の滑岸性種が優占種となっているQこの，屯も規則的な挙笥的変化が行われていると思えるQ（第ロ図）

　　　　　　　　第目図　　　　　　　　　　　　　　　第12図
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V）　Stl5

　この点も殆んど同様で望んαイ犠漉％乞ご2s碗io∫4θ8，8んθ♂8f侃8ηLα608’齢轟ηゑ・を優占種とする増加期が10月，r2月，

3月にある事ほ第12図に示した通りで湊）り前年程多くはないが外洋性のものが出現しているO

、1）　St28

　この点は他の各点と少しく異った変化型式を示していて各、点で見られた様な12月の甜召」α倣魏αω9ごα！・轟鵬

の出現ぼ見られず第13図の様に外洋性種が多く出現しているQ

　屠加期は10，月と3月の2回と認められるが各種の変化が一定し

て居らない所から外部的の要因によって変化が不毘則になってい

ると，思ほれるo

22年及び23年度の比較

認

匝0じ00

　St30に於て22年度ほ外洋性のものが比較的多く見られ外洋性　　且Ol」0

種による季艶的変化ほ23年度にほ殆んど見ぢれず洛岸性のものに

ょって変化が行われているQ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ωu
　Stl9に於ても1司様に23年度に滑岸性1のものが多く出現してい

るQ

　St5，St7，SU5の諸点ぼ殆んど両年を通じて差異ほ認められ　　Io

ず略た同様な変化としているQ

　St28に於てほ22年度が比較的変化が魔則的であるが23年虜とは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G各種類が同一時期に糟加せず不麗則であるo

第13図
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　以上の両年間の差異ほ種々な悔況要因の相違，殊に海流の彊弱が大きな影響を及ぼしているものと思はれ

るが22年度と23年度の塩素量の相違を見ると全般的に23年度が低い事が見受けられるQ水混を考察しても全

般的に23年度が高ぐなって居り，各種栄養塩についても両年間の差異ガ認められるQ

　従って両年聞のプラソクトンの出現種，変化型式等の相違ぽ両年間の悔況要因の相違殊に外洋水の流入の

1絨少から生じたものと思ほれるo

　要　　　約

1）昭和22年度及び23年度に於ける東京湾のプラソクトンの性状を概説したQ

2）東京湾のプラソクトソの組成ほ麓口，泌中央，湾奥の各部に於て夫々異り・各部に於ても束京側と千葉

　側とで異り千葉側に外洋性種が多く見られるQ

3）　プランクトンの出現期の型式も各部の特徴を表ほし殊に海流の状況とほ密接な関係がある0

4）昭和22年度と23年度ではプラソクトンの組成及び年変化型に差異があるが之は外から入って来る海流の

　彊弱によるものと．思ぼれるQ

　滲　考　交　献

1）生産力調査要報，昭和23，農林省水産試験場

2）

3）

4）

5）

6）

7）

相川広秋：海洋浮游生物学

小久保溜治＝浮游生物分類学

丁．Mori：The　pelagic　cope、）（）d菰f衣）m　t赴e　ne玉ghbouring　wa』ヒeτ（）f　Ja2an

Gran：Nordisches　Plarlkton

亘、eb（〉ur；丁馳e1）1＆nctonic　Diatom　of　N（）rthern　Seas

AIKAWA：Onthedia』し（）m　cσmmuaities　inthe　water　surrJua畳iqg　Japaa。
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　　　　各勲に於ける主な出現種（1947）
“ABANDUNT　SP耳CIES　OF　EACH　STATION”（『947）

Abandunt　species　of　St．30

Zoo－plankto鳳

0‘醜oη砿　　 s善肌慮麗s

O．　　　π侃α
置佃伊・08α67α　，・088α

ヱ『銘6α♂α？↓α8　　　62・α8sα8

Pα剛α伽αs　pα搬68
∠〔（1απゼα　　　　　　（メα防s乞

σα♂α脇8　∫血㎜α，・ご乞6，』s

ノ〉α噸翻

オ麗mα　　　♂伽Ψα

Zoθα　　　♂απα

P吻6んεαfα　如”α

F紬一899

σOPθP・dα一cg9

8α9漁　　卿％轍αごα

8・　　　6π∫‘αごα

8・　　　ん8田αPごθ鵠

F8副α　　齢㎝68，・9品

望7翻翻s　∫，・απ6・乞

（7θ期ご乞～鰯　∫～δ7℃α

（7．　　　∫％8巴4s

σ．　　　　γ勘αc7・σce7・σs

σ。　　　　　．　　　7ηαss房乞8η6

α　　 ご卿08
σ．　　　46δe剛肌
σ．　　　　6α鮎d61・δ7％ηA

ヱ▽0α惚％6α　　　　S6iπご泌♂απ8

Phy　to－plankton

σん8αごo㏄70sdc6卿乞6甥

σん。　　　d擢ツ吼％8

σん．　　　四ε8sαπθ％8商

oん・　　αガ幡
σん・　　 rs6認067■伽乞伽㎜

（γ尻　　 6パμor観肪蜴
σん。　　　　曜αpo君伽％毎

σん．　　　α4α？乙ご乞6砧8

σん．　　　　806乞α」6

σん。　　　？π狛・α

σん・　　∫6賜”伽％8
（γん。　　　　　　　　ご6かα8麗6んαη

17んα♂7ごん7動π‘ご86ん¢0弼εε

17加♂。　　♂0％9ε‘㎜α

君惚dl副∫砺α8伽c％脇

1ヌ招d．　　　α襯・乞ごα

β湿d。　　e♂ση〃α伽㎜

置c♂08伽8　ゴσ7侃醐‘

躍。　　　βα，・83・而

8‘岬Zし‘鵬0矧、～1奮P婦肌e2・ぬ鴇（こ

乙θμo弓ヴ麗％（」7・α‘♂α痂6α

ル乞ご286ん蛋α　 8」7軍αごα

ル・　　 ∫7勾沼α

δ協4θご0ηCηAα　00S‘α伽η轟

1彌8α㎜μα　βoo碗α侃s

－Eア・　　　仰副α麟6α

σo剛んア・㎝レ　　爾OPん伽㎜

石1ん物080」θ％乞α　　α」αεα

配ん・　　　8ごψヴ01’痂8

Rん．　　　　6α」6α♂αη富

1～1邑．　’　　　　　　αα6・η拓％αごα

Bん．　　　86‘勾ω腐
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